
V　薩摩半島北部，長島及び甑列島の環境保全と新しい土地利用・自然利用に対す

　る生態学的，植物社会学的提案

　薩摩半島北部は霧島屋久国立公園の中核部を占めている韓国衝（海抜1770襯）をはじめとする霧島山から矢岳

高原県立公園などをつなぐ山地部で竃崎県，熊本県と嘱している。さらに県内には紫尾山（三〇67祝），鳥帽子岳

（703窺）などの山地が続いている。西部海岸に接しては岩水，阿久根などの平野部が開けている。川内用ぞいの

山合いには盆地状に丘陵や沖積地が開けて大輪∫，宮之城町，薩摩町などを形成している。

　長い問の土地利用は，一部霧農屋久国立公園域やその周辺の美事な自然林を除いて各種の代償植生に変えている。

山地部ではミミズバイースダジイ群集，イスノキーウラジロガシ群集，シキミー・モミ群集などの立地本来の常緑広葉樹林

の郷土の森は伐採されて，スギ，ヒノキの密林に変えられている。山麓部では，いわゆる薪炭林として長い間の15

～20年ごとの定期的な伐採に対応した二次林が広く見られる。今已な診宮埼県境沿いの栗野，吉松付近では宮崎県

側はほとんど皆伐されている。譲た鹿児島県側も最近まで伐採が行なわれてきた。

　最近の自然林伐採では紫尾山周辺の山地でも広く晃られるように尾根沿いに帯状に常緑広葉樹林を残し，その周辺

部を広く伐採している。したがって，大部分の山地は一晃常緑広葉樹林の自然林のように見える。しかし，二次林が

大部分占めている。

　河川沿いや海岸沿いの沖積地は今日では広く水囲として利用されている。また大口，吉松，栗野，宮之城などの丘

陵地では畑作が広く行なわれて澄り，全般的に開放的な田園景観を形成している。主として由麓部やかっての自然堤防

状的なところには社寺林，古くからの屋敷林が残され，つくられている。これら残存林や自然林に近い形でつくられ

た社寺林の多くも林床植生が破壊されたりして完全な自然林の形で残されているものは少い。

　小松川，低い崖状斜衝沿いには常緑広葉樹の残存林の他に，ホテイチク群落，リュウキュウチク群落，メダケ群落

などの竹類が帯状に広く各地に見られる。全般的に厳密な意味での厚生林は限られている。しかし，調査対象の全域

が，典型的な日本の田園景観として，ゆたかな半自然と共存している。

　同様に現在黒之瀬戸大橋で結はれている長島，串木野から汽船で約2時聞の位置にある上徽島，下甑島の植生につ

いても現地調査された。何れも古くから人が定往し，山地斜面まできわめて集約的な耕作，±地利用が行なわれてき

たことが，かっての斜面の石積み跡などから判定される。現在二次林，二次草原が広く見られる。ただ海岸沿いの一

部内湾や断崖には自然植生が残存している。

　巳本を全国的に見て，さらに鹿兜蟹県下でも，もっとも安定した田園景観域で占められている薩摩半島北部，蝕島

などでは，必然的に地元住民の開発志向に対応して自然開発が進められる可能性が強い。

　そこに生れ，育ち，生活している地元県畏の意志を尊重し，全県民の持続的な生存猿面の保証の枠内で自然との共

存関係を持続的に樹立するために以下の提案を行いたいQ

　1）霧島国立公園周辺域，県境沿いの山地壼よび丘陵と沖積地との接点に沿って残されている斜面林，海浜植生

　　などの自然林，自然植生は，基本的には破壊しない。とくに栗野岳，韓国癒山腹などの森林高30襯近い

　　日本一の照葉樹林とも呼べるミミズバイースダジイ群集，イスノキークラジロガシ群集などの自然林や鹿児島県

　　では面積的に少ない紫尾山，韓国岳の夏緑広葉樹林は2周辺域と共に療生自然保護地として永久保護が望まれる。

　2）社寺林，屋敷林，渓谷林，急斜面林，河辺林，海岸麺生などは，麟積はせ聴くても災害防止，自然環境保全の

　　立場から保護し，必要に応じて復元する。とくに森林は，高本旛，亜高木層，抵木層，葦本層と何れも欠けてい

　　徳全騨落として，はじめて持続できる．同様鵬耕が道路緬その他の裸地樽地と接する林縁購木・

　　。噸物などによるマン僻落ソデ群落を粉残し，ある磁復元し管かないと破壊される・社寺榊どで
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　は必要以上の下草刈りや林床の掃除が行われているところが多い。自然林や自然植生の目的と対象に応じた正し

　い管理が要求される。

3）水辺ぞい，樹林状に発達している各河川沿いにもマダケ，ホウライチク，メダケ，ホテイチ久　リュウキュウ

チクなどのタケ類を主とした密生した賦生きた構築材料’，が河辺保護の積極的役割を果している。非生物的な構

築材料の一薗的効用だけを過信しないで，伝統的な土地利用，災害防止，：景観形成についても十分見きわめる。

立地に応じた土地利用が長期的視野に立って行なわれなければならない。

4）新しい自然開発，産業，交通諸施設の整備，都市の発展などによる自然環境の変化，現存植生の破壊に際して

は，積極的にそれぞれの立地に応じた本物の緑の環境創造を積極的に行う。その際，外来種や単層群落化を避け

て，それぞれの立地の潜在自然植生に応じた多層群落の自然林的な1iv圭ng　filter（緑の生きているフィル

　ター）形成を自標とする。生きものを使っての環境創造には多少の時間がかかる。たとえスダジイ，タブノキ，

　イチイガシ，ウラジロガシ，クスノキなどの種子やポット苗などの幼苗であっても将来20窺以上の高木林を形

成する主木の候補者を密植する。時聞と共に管理費不用で確実な生きた環境が形成されるような生態学的な計画

　と，県民の力による実施を期する。

5）鹿児島県下全域の現存植生の調査と現存植生図化の研究から見て，我が濁でも，まだ豊かな半自然性の植生を

主とした安定した田園景観が主役となっていることが明かになった。この豊かな鹿児島県の郷土の自然環境と調和

のとれた明日の発展を期する県土計画澄よび実施が望袋れる。
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